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第１２回沼津市議会定例会 

 

一 般 質 問（代 表 質 問） 

令和４年３月２日、３日、４日 

順番 氏 名 要 旨（代表質問） 
答 弁 を 

求める者 

１ 志政会 

 

13番 

加 藤 明 子 

１ 基本的な考え方について 

 ⑴ 新年度における「次の一歩」に向けた市

長の決意 

２ ヒト中心で都市的魅力にあふれるまちにつ

いて 

 ⑴ 沼津駅周辺総合整備事業について 

  ① 令和4年度における取組と事業にかける

市長の思い 

 ⑵ 沼津市中心市街地まちづくり戦略につい

て 

  ① 公共空間再編整備計画 

   ア 社会実験の内容と狙い 

   イ 地元商業者等と連携した取組 

   ウ 「今」のまちづくりの仕掛けと商業

振興との連携 

 ⑶ 拠点間を結ぶ公共交通ネットワークにつ

いて 

  ① 本市の公共交通に対する市民要望の実

態の認識と今後の課題 

  ② 令和3年度に沼津駅前に設置したデジタ

ルサイネージに対する評価 

  ③ 令和4年度に沼津港に設置するデジタル

サイネージの内容と狙い 

 ⑷ 沼津駅・沼津港間において実施する電動

マイクロモビリティの社会実験について 

  ① 具体的な内容 

  ② 社会実験において検証していく内容 

  ③ 社会実験を踏まえた本市が描くその後

の公共交通の姿 

３ 地域の宝を活かすまちについて 

 ⑴ 移住・定住の促進について 

  ① 移住希望者のニーズの把握と対応 

４ 笑顔があふれ健康で心豊かに暮らせるまち

について 

 ⑴ スポーツ・健康づくりの拠点となる新総

合体育館について 

  ① 令和5年1月に供用開始を目指す新総合

体育館の位置づけ 

市 長 

 

 

代 表 
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順番 氏 名 要 旨（代表質問） 
答 弁 を 

求める者 

  

 

② 狩野川や香貫山などの豊富な地域資源 

と連動させた取組 

  ③ まち全体の活性化として取り組む考え

方 

５ 環境と共生する持続可能なまちについて 

 ⑴ 新中間処理施設の整備について 

  ① 令和4年度における取組と今後の見通し 

  ② 資源循環型まちづくりに向けた役割 

６ 行財政運営について 

 ⑴ 電子申請の拡充について 

 ⑵ テレワークシステムの導入について 

  ① これまでの評価と今後の検討 

  ② テレワークに関するツール選択の検討 

 

２ 自民沼津 

 

７番 

久保田 吉 光 

１ 安心して子どもを産み育てられるまちにつ

いて 

 ⑴ コロナ禍で顕在化した子どもの生活状況

について 

  ① 貧困の実態の認識 

   ア 調査の方法 

② 児童虐待の認識と対応 

   ア 児童相談所との連携 

  ③ 子どもの見守りと居場所づくり 

 ⑵ 英語のパフォーマンステストについて 

  ① 本市の英語教育のこれまでの取組と課

題 

  ② パフォーマンステストの目的と内容 

２ 笑顔があふれ健康で心豊かに暮らせるまち

について 

 ⑴ 健康長寿の推進について 

  ① 「人生 100 年時代」に向けたフレイル

予防と啓蒙活動 

３ 環境と共生する持続可能なまちについて 

⑴ 再生可能エネルギー導入に係る目標につ

いて 

① 国における脱炭素目標との関係 

② 本市の特性を踏まえた再生可能エネル

ギー導入の具体的方策 

③ 「2050年までに二酸化炭素排出実質ゼ

ロ」の表明 

市 長 

教 育 長 
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順番 氏 名 要 旨（代表質問） 
答 弁 を 

求める者 

３ 市民クラブ 

 

23番 

梶   泰 久 

１ 自分らしいライフスタイルを実現できるま

ちについて 

⑴ 市制100周年に向けて 

 ① 具体的な取組 

 ② ぬまづの宝100選の改選 

２ ヒト中心で都市的魅力にあふれるまちにつ

いて 

⑴ 沼津南一色線の取組 

 ① 橋梁・トンネル施工に向けた準備工事 

 ② 東海道新幹線北側の道路改良工事 

 ③ その他の取組 

 ④ 地域内交通で重要な東西道路 

 ⑤ 今後のスケジュール 

３ 力強い産業を牽引するまちについて 

 ⑴ 雇用の拡大 

  ① 企業における多様な働き方の推進 

  ② 多様な人材が活躍できる環境づくり 

４ 地域の宝を活かすまちについて 

⑴ アスルクラロ沼津への支援 

  ① アスルクラロ沼津ホームタウン推進事

業 

  ② 2023年問題（照明改修問題）への支援 

５ 安心して子どもを産み育てられるまちにつ

いて 

 ⑴ 仕事と子育ての両立支援 

  ① 保育環境の整備 

  ② 保育内容の充実 

６ 安全・安心のまちについて 

 ⑴ 市民の安全・安心の確保に向けた取組 

① 地域防犯活動の推進 

② 防犯カメラ設置の取組 

 ⑵ 公共交通の利用促進 

  ① 利便性向上と利用促進策 

市 長 
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順番 氏 名 要 旨（代表質問） 
答 弁 を 

求める者 

４ 虹の会 

 

21番 

植 松 恭 一 

１ 令和4年度施政方針について 

 ⑴ 基本的な考え方について 

  ① 市長の考える「誇り高い、元気なまち

沼津」 

  ② コロナ禍における市政運営について 

  ③ 市制施行100周年に向けて考える未来の

沼津 

 ⑵ 重点的に取り組むべき4つの視点について 

  ① 各視点における市長の考え方と官民一

体の意味 

 ⑶ 新年度の主な取組について 

  ① 自分らしいライフスタイルを実現でき

るまちについて 

   ア 市長が考える多様性 

  ② 力強い産業を牽引するまちについて 

   ア コロナ禍における力強い産業 

  ③ 地域の宝を活かすまちについて 

   ア 大河ドラマを活用したプロモーショ 

    ン 

  ④ 安心して子どもを産み育てられるま

ち、笑顔があふれ健康で心豊かに暮らせ

るまちについて 

   ア 市長が考える教育とスポーツの活用 

  ⑤ 安全・安心のまちについて 

   ア 安全・安心のまちを実現するための

財源確保 

市 長 

教 育 長 
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順番 氏 名 要 旨（代表質問） 
答 弁 を 

求める者 

５ 公明党 

 

20番 

長 田 吉 信 

１ 基本的な考え方について 

⑴ 新型コロナウイルス感染症から市民を守

る市長の決意 

⑵ ワクチン接種の促進 

２ ヒト中心で都市的魅力にあふれるまちにつ

いて 

 ⑴ 快適な住環境の整備について 

 ① 市営住宅の整備の方針 

 ② 市営住宅の管理運営及び整備等の体制

強化 

 ⑵ 空き家対策について 

 ① 空き家の利活用 

 ② 空き家の解消 

３ 地域の宝を活かすまちについて 

 ⑴ サイクルツーリズムの推進について 

 ① 地域振興及び健康増進の取組 

 ② 富士市との連携 

４ 安心して子どもを産み育てられるまちにつ

いて 

 ⑴ 出会いから子育てにわたる相談・支援の

充実について 

  ① 若者の未婚化、晩婚化及び少子化傾向

への対応 

  ② 出産の支援 

⑵ 未来を担う「貴き志を持つ人づくり」に

向けた取組について 

５ 笑顔があふれ健康で心豊かに暮らせるまち

について 

 ⑴ 芸術文化の振興について 

  ① コロナ禍における第49回沼津市芸術祭

開催への取組 

 ⑵ 骨髄移植の推進について 

 ⑶ 誰もが暮らしやすい共生社会の実現につ

いて 

  ① 障がい表記とする目的と共生社会の実 

   現 

  ② 障がい者の相談支援体制の充実 

  ③ 遠隔手話通訳サービスの導入 

６ 安全・安心のまちについて 

 ⑴ 防災・減災対策について 

  ① 防災・減災に対する市長の決意 

  ② 居住や都市機能の誘導に必要となる防

災・減災対策等の指針 

  ③ 被災者支援システム 

市 長 

教 育 長 
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順番 氏 名 要 旨（代表質問） 
答 弁 を 

求める者 

  

 

 

 

⑵ 市民の安全・安心の確保について 

① 犯罪被害者等への支援制度 

７ 行財政運営について 

⑴ 市民サービスの向上と業務の効率化の推 

 進 

 

 

６ 未来の風 

 

17番 

江 本 浩 二 

 

１ 令和4年度施政方針について 

 ⑴ 基本的な考え方について 

  ① 沼津駅周辺総合整備事業 

   ア 静岡東部拠点第二地区土地区画整理

事業 

   イ 新貨物ターミナル整備 

② 市制施行100周年に係る記念事業の準  

 備 

⑵ 新年度の主な取組について 

 ① 未来を担う子どもたちの教育 

 ② 脱炭素社会の実現 

 ③ 新中間処理施設の整備 

 ⑶ 行財政運営について 

① 健全な財政運営 

市 長 

教 育 長 
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順番 氏 名 要 旨（代表質問） 
答 弁 を 

求める者 

７ 日本共産党沼津市議団 

 

28番 

川 口 三 男 

 

１ 令和4年度施政方針について 

 ⑴ 市長就任から今日に至るまでの市政運営

に係る、自らが評価する到達内容とそれに

基づくまちづくりや市民生活の評価につい

て 

  ① 若年層の格差拡大の認識と支援策 

  ② 本市における生活保護世帯の実態の評

価・認識 

  ③ 市民の命と暮らし第一とした予算編成

の認識 

⑵ 本格的な鉄道高架事業を軸とした「動き

出す 創り出す」まちづくりの根拠につい

て 

 ① 中心市街地のまちづくりの具体的な市

民に見える設計図の提示 

 ② 沼津駅南北のにぎわいとコンパクト化

の手法 

 ③ 核となる公共施設等の配置と民間活力

の誘致見通し 

 ④ 郊外におけるまちづくりの在り方につ

いての基本認識 

⑶ 人口増加に向けた基本施策の取組と実現

する数値目標について 

 ① 出生率の向上に向けた具体的取組 

 ② 産業振興を基本とした人口増加施策の

具体的取組  

⑷ 財源を確保する施策の在り方について 

 ① 市税収入増加を図るまちづくりの施策

の在り方に対する認識 

市 長 
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順番 氏 名 要 旨（代表質問） 
答 弁 を 

求める者 

８ 無所属 

 

15番 

梅 沢   弘 

１ 施政方針及び新年度予算に関する財政の視

点からの問題点について 

 ⑴ 鉄道高架事業について 

  ① 市民の価値観の変遷に対する認識 

  ② 代替案の検討 

  ③ 国からの財源に依存した本事業の推進

に対する認識 

⑵ 脱炭素社会の実現に対する姿勢 

⑶ 行財政運営について 

 ① 各財政指標の分析に基づく行財政運営

の考え方 

 ② 行財政改革に対する認識 

⑷ 市民サービスについて 

 ① 市民生活関連サービスに関する指標の

認識 

市 長 

 

 


